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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月14日(2021.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主として遊技の制御を司る主制御装置と、
　前記主制御装置に設けられ、遊技の制御に必要となるデータを一時的に記憶する主制御
ＲＡＭと、
　前記主制御ＲＡＭに記憶された遊技情報を初期化する際に操作される操作手段としての
ＲＡＭクリアスイッチと、
　遊技球が入球可能な始動口に遊技球が入球した場合に、当否判定を行う当否判定手段と
、
　前記当否判定で大当たりとなる大当たり確率を設定する確率設定部と、
　前記確率設定部に設定される複数の大当たり確率パターンを記憶する確率記憶部と、
　を備え、
　前記ＲＡＭクリアスイッチは、前記主制御ＲＡＭに記憶された遊技情報を初期化する際
に操作される操作手段、前記確率設定部に設定する前記大当たり確率パターンを確定する
際に操作される操作手段、及び前記確率記憶部に記憶される複数の前記大当たり確率パタ
ーンの中から前記確率設定部に設定する一の前記大当たり確率パターンを選択する際に操
作される操作手段を兼用し、
　前記大当たり確率パターンを選択する際と確定する際とで、前記操作手段は異なる操作
が行われる遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項１に記載の遊技機は、主として遊技の制御を司る主制御装置と、前記主制御装置
に設けられ、遊技の制御に必要となるデータを一時的に記憶する主制御ＲＡＭと、前記主
制御ＲＡＭに記憶された遊技情報を初期化する際に操作される操作手段としてのＲＡＭク
リアスイッチと、遊技球が入球可能な始動口に遊技球が入球した場合に、当否判定を行う
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当否判定手段と、前記当否判定で大当たりとなる大当たり確率を設定する確率設定部と、
前記確率設定部に設定される複数の大当たり確率パターンを記憶する確率記憶部と、を備
え、前記ＲＡＭクリアスイッチは、前記主制御ＲＡＭに記憶された遊技情報を初期化する
際に操作される操作手段、前記確率設定部に設定する前記大当たり確率パターンを確定す
る際に操作される操作手段、及び前記確率記憶部に記憶される複数の前記大当たり確率パ
ターンの中から前記確率設定部に設定する一の前記大当たり確率パターンを選択する際に
操作される操作手段を兼用し、前記大当たり確率パターンを選択する際と確定する際とで
、前記操作手段は異なる操作が行われる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書



(3) JP 2019-136060 A5 2021.2.25

【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
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